
PRESS RELEASE　2026年3月30日発行 

「急がば、対話。」都内7拠点の福祉施設とアーティストが紡いだ、 
新たな表現と関係性。 

TURN LANDプログラム 2025年度の成果を公開。 
〜互いを知り「共に生きる仲間」になることが、インクルーシブな社会への最短距離〜 

東京都内の福祉施設を拠点に、表現を通じて多様な人々が出会う場をつくる「TURN LANDプロ
グラム」。2025年度の活動成果をまとめた全8冊の冊子と紹介動画を公開しました。 

2025年度、7つのプロジェクトを経て辿り着いたのは、「プロジェクトメンバー一人一人が相互に相
手を尊重し関係を築くことこそが、より文化的な社会をつくる近道である」という確信でした。 

WEBサイトからは、各プロジェクトの軌跡を収めた8冊の冊子および1分間の紹介動画をご覧い
ただけます。https://turn-land-program.com/archives_post/​
TURN LANDプログラムでは、アート、福祉、教育、行政などの分野において、豊かに共生できる
社会の実現（インクルーシブ施策）に取り組む方々のネットワークがますます広がることを目指し

ていきます。 

認知症対応型グループホーム「東京東浅草の家」でのプロジェクトの様子 

 
■ 2025年度のキーワード：新たな関係性から生まれた「新しい習慣」 
TURN LANDプログラムでは、アーティストが施設の日常を知り、施設の職員がアーティストの思
考を体験するという、双方向の活動に軸を据えています。 

効率や成果を急ぐのではなく、まずは互いを知り「仲間」になること。このプロセスが、障害特性を

踏まえた「アートプログラム体験の時間」という新たな習慣を生みだし、現場に自然なかたちで根

付かせる鍵となりました。 

 

https://turn-land-program.com/archives_post/
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アート理解の深化： 協働する経験を通じて、音楽や踊りなどに対する理解を深めるととも
に、現場のケアと社会への広がりにアートを活かす新たな可能性を福祉職員と共有しま

した。 

 

 

 

 

 

クリエイティブな視座の獲得： 魅力的だが誰にとっても未知の領域となる「アイデア」を
アーティストから提案されることにより、職員も利用者も想像力を駆使して一丸となって取

り組む経験ができ、そのことによってケアの現場に新たな関係性を生みました。 

 

 

 

 

 

より多面的な相互理解の促進： 支援する・されるの関係を超えるアートの時間をつくるこ
とにより、共にアートプログラムを創り上げるパートナーとしての関係性が構築されまし

た。それにより互いの新たな一面と出会うことができました。 
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■ 活動を可視化する「8つの冊子」と「8本の動画」 
各現場で起きた小さな、しかし確かな変化を多くの方に届けるため、以下のコンテンツを制作しま

した。 

 

1.​ 活動紹介冊子（全8冊）： 
○​ 事業全体を解説した「事業説明冊子」1冊 
○​ 7つの現場それぞれの試行錯誤と喜びを凝縮した「プロジェクト別冊子」7冊 

 
2.​ 1分紹介動画（全8本）： 

○​ 各プロジェクトの空気感を凝縮。現場の「温度」をダイレクトに感じていただけま
す。 
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■ TURN LANDミーティング+（プラス）の開催 

 

一般参加者も交え、これまでの歩みを共有し、これからの福祉とアートの可能性を語り合った「

TURN LANDミーティング+」。開発中のプログラムを紹介することで、輪がさらに広がり、学び合
い・支え合える「新しい仲間」が増えました。 

 

 

 

 

 

 

TURN LANDミーティング+でのデモンストレーションの様子 

 

Photos: Ayaka Umeda 
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TURN LANDプログラムについて 

 

　TURN LANDプログラムでは、福祉施設の職員や利用者、アーティスト、地域の人々などが交流を

重ね、拠点となる空間やそこに集う人々の魅力を見出しながら、 共にアートプログラムを開発しま

す。異なる習慣／視野／価値観をもった人々がそれぞれの「違い」を受け止め合い「共に居られる状

況」を目指し、アートと福祉分野の特性を活かしてさまざまな「壁」を創造的に乗り越え、少し先の未

来が楽しみになるような状況をつくります。 

また、福祉現場の職員やアーティストたちが集い、知見の共有をする場を設けることにより、豊か

に共生できる社会の実現に向けて協力し合う仲間とのネットワークを醸成します。 

 

2022年よりスタートし、高齢者のグループホームやデイサービス、障害者福祉施設、フリースクー

ル、放課後等デイサービスなど、多様な福祉の現場から19施設が参画しています。ダンサーや音楽

家、エンジニア、哲学者などさまざまな専門性のあるアーティストが参加しています。 

 

TURN LANDプログラムの詳細はWEBサイトをご覧ください。 

https://turn-land-program.com/ 

 

主催｜東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京、一般社団法人 谷中のおかって 
 

 
■ 資料の入手・閲覧方法 
本年度の活動記録冊子は、公式サイトよりPDFでダウンロードいただけます。また、お手元でじっ
くりご覧になりたい方には、郵送での受付も承っております。（数に限りがございますので、あらか

じめご了承ください） 

●​ 【公式ホームページ】 https://turn-land-program.com/archives_cat/public/ (PDFのダウ
ンロードはこちら) 

●​ 【動画視聴】https://turn-land-program.com/archives_cat/project/ 
●​ 【郵送をご希望の方】 以下の問い合わせ先まで、お気軽にご連絡ください。 

 

https://turn-land-program.com/
https://turn-land-program.com/archives_cat/public/
https://turn-land-program.com/archives_cat/project/
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